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１．会社案内１．会社案内
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会社概要会社概要

社 名
創 立
資 本 金
従 業 員 数
事 業 所

関 連 会 社

共栄株式会社
1978年4月22日
2,000万円
34名（2022年６月現在）
本 社（管理部、産業資材部、建設資材部いわき営業所、新事業室、営業業務課）

〒973-8411 福島県いわき市小島町2丁目3-6
TEL0246-27-3300 FAX0246-27-3149

建設資材部会津営業所
〒969-7209 福島県河沼郡柳津町大字細八字一ノ沢乙340-2
TEL0241-42-7800 FAX0241-42-7801

東京連絡事務所
〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町14-12（岩並ビルディング）
TEL03-3664-1685

共栄コンサルタント株式会社

会社沿革会社沿革

1978年4月
1985年3月
1987年2月
1997年3月
2006年4月
2012年7月

2014年6月
2015年8月
2019年9月
2020年10月

創業者 故 永井克久が共栄株式会社を設立
営業部門を産業資材部・土木資材部に分離
いわき市小島町に本社社屋新築移転
資本金を2,000万円に増資
福島県会津美里町に会津営業所を開設
土木資材部を建設資材部いわき営業所・建設資材部会津営業所に呼称変更
新事業室の設立
太陽光発電事業開始
本社社屋を同敷地内に新築移転
共栄バイオマスいわき南発電所運用開始
相双営業所開設



２．環境・リサイクル産業に期待されていること

 いま、世界は新たなライフスタイルを求められている

 「地域循環共生圏」 地域ごとに自立・分散社会

 ＳＤＧs パリ協定 地球温暖化を抑制する社会

地域資源を再生可能エネルギーで地域循環

資源は １，２３２万トンの食品残渣

８，０８０万トンの畜産糞尿
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令和元年度の食品産業全体の

食品廃棄物の発生量は 食品産業計 １，７５６万トン

再生利用の実施量は 食品産業計 １，２２３万トン（再生率70.0％）

再生利用されていない量は ５３３万トン

令和元年度推計の家庭系食品廃棄物は ７５４万トン

再生利用の実施量は ５５万トン（再生率7.3％）

再生利用されていない量は ６９９万トン

１，２３２万トンの食品残渣が有効利用されず焼却などにより処分されております。

（農林水産省資料による）

食品廃棄物を活用する方法 ⇒ 飼料、肥料、バイオガス発電

バイオガス発電の導入が進んでいない⇒

採算性・食品廃棄物の調達・消化液処分の問題

問題解決 ⇒ 福島県からバイオガス発電装置の製造及び地域循環型の

バイオガス発電システムの構築を目指す
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３－１．食品系バイオガス事業背景・目的３－１．食品系バイオガス事業背景・目的
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メタン発酵バイオガス発電システムの優位性

 １．食品リサイクル法の観点
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食品廃棄物の排出事業者は今後、再利用の観点からバイオ
ガス発電を検討すると考えられる。
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農場・地域による特産物生産

リレーションシップ ID rId9 のイメージ パーツがファイルにありませんでした。

バイオガスステーション

循環ろ過装置

発電機ガスホルダー

ペレット装置

バイオマスステーション本体

電気
（非常用電源含む）

ガス

肥料
（ペレット・液肥）

一般家庭
スーパー・旅館・飲食店

食品残渣 農業生産物

電気

ガス

肥料

電気 ガス

バイオガスステーションによる農業と食品廃棄物リサイクル図

３－２．事業スキーム３－２．事業スキーム

自家消費
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３－３．共栄バイオマスいわき南発電所 生産量３－３．共栄バイオマスいわき南発電所 生産量
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共栄バイオマスいわき南発電所
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プラント２号機 （ＢＯＸカルバート製）プラント２号機 （ＢＯＸカルバート製）
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１号機と製造コスト比較・ステンレス製と比較して５０％削減）



２－４．主な開発装備２－４．主な開発装備
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加水分解槽 発酵槽

消化液ろ過装置

板式上下攪拌方式

消化液専用の消化液濾過装置を設置し
消化液再利用のため濾過した固形物の
肥料化、排水の農業利用

分別作業が大幅に省力化

破袋分別機



３－４．今後の事業展開３－４．今後の事業展開

バイオガス発電の利点は、地域密着型循環社会の構築にあります。

今回のプラント運用は地元の排出事業者のご協力があって成立しました。

弊社は１００ｋｇ～１００ｔ／日処理のバイオガス発電施設の建設が可能です。

このような事業スキームを提案していきます。
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一般家庭

食品加工工場

地域高等施設
スーパー
レストラン

メタン発酵用原料生産

バイオマス
MBES

ステーション
農業生産

一般・産業廃棄物
（食品残渣）

食品残渣中間処理センター

農作物

供給

電気

バイオガス

肥料

生ごみ

町

村

循環型社会



４．畜産系バイオガスプラント 概要４．畜産系バイオガスプラント 概要
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ＰｌａｎＥＴ社製 フロー図ＰｌａｎＥＴ社製 フロー図
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事業⽀援体制

21

福島県産業創出課様、ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴｰｼﾞｪﾝｼｰふくしま様の
ご支援により
平成３０年７月２５日 共栄(株)とプランＥＴ社で覚書を締
結した、これにより技術的な交流体制が確立した

平成３０年８月 土谷特殊農機具製作所と連携、
これにより国内でのプラント建設支援体制を確
立した

学術指導
・東北大学大学院農学研究科 附属複合生態フィールド教育研究センター
動物環境システム学分野 准教授 多田千佳 様

・福島工業高等専門学校 都市システム工学科
助教 丹野 淳 様



５．事業化の課題と解決

１．規模による事業採算

１）買取価格低下による事業性の悪化

２）事業規模における採算分岐点

２．消化液の活用処理方法

１）農業利用方法

２）消化液浄化装置の開発
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５－１．規模による事業採算

 １）ＦＩＴ制度でのバイオガス買取価格 ２０２３年度 ３５円に低減
 事業性検討
 収益 買取制度での売電 今後減少していく
 カーボンクレジット 今後増加してくる
 産業廃棄物処理費用 今後増加してくる
 支出 建設費用 材料高騰、為替変動で高騰している
 維持費用 人件費の高騰
 新技術で消費電量低減
 消化液浄化装置の開発で維持費低減

 ２）事業採算の分岐点
 食品残渣５ｔ／日 以下であれば、電力、熱の自己利用及び産業廃
 棄物処理費用支払との相殺。
 以上であれば、廃棄物処理費用収益、ｶｰﾎﾞﾝｸﾚｼﾞｯﾄ
 買取価格収益で採算はとれる


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５－２．消化液の活用処理方法

１）農業利用方法

農林水産省予算 みどりの食糧システム戦略推進交付金

バイオマス地産地消対策

バイオ液肥の利用促進補助金 定額１／２

ＪＡからのやさい残渣を回収し、液肥を引き取ってもらうスキーム

地元農業団体との連携

２）消化液浄化装置の開発

特に、畜産系バイオガスでの消化液中の窒素除去（脱窒処理）方法の

研究開発を実施中。従来の脱窒方式に比べ、イニシャルコスト・

ランニングコストの低減がはかれる。
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 ２．カーボンニュートラルの観点から
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カーボンクレジット（Ｊークレジット）
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出典：日本経済新聞電子版」



まとめ

 メタン発酵システムは「地域循環共生圏」形成に不可欠
な技術です。

 これから、ますます、この価値が高まってきます。

 皆様の様々な要望に対応できるように、システムをパッ
ケージ型にしています。

 ご興味あれば、是非、お問い合わせください
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２０１７年１０月発足
ふくしま発 食品残渣メタン発酵システム事業化ワーキンググループ

 会員名 役割

 共栄株式会社（幹事会社） 事業計画全般

 有限会社サキダス プラント製造全般

 郡山制御エンジニアリング 自動制御装置

 ABEコーポレーション 営業調査

 光建設株式会社 保温工事

 三浦電気工事株式会社 電気工事・許認可全般

 叶多電気管理事務所 電気保安管理

 那須環境技術センター 消化液浄化装置

技術支援

東北大学大学院農学研究科 准教授 多田千佳

福島工業高等専門学校 助教 丹野 淳

ご支援：福島県商工労働部産業創出課

エネルギー・エイジェンシーふくしま

「再生可能エネルギー関連産業推進研究会」
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新事業室 鈴木 久伸

佐川 剛史
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佐川 剛史

お問い合せはこちらへお問い合せはこちらへ

福島県いわき市小島町二丁目３－６
ＴＥＬ：0246-27-3300

ＵＲＬ：http://www.kyouei-kk.com/

福島県いわき市小島町二丁目３－６
ＴＥＬ：0246-27-3300

ＵＲＬ：http://www.kyouei-kk.com/

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


